
・学習指導要領の改訂に当たっての基本的な方針や改善点を明らかにするとともに、各教科の目

標を理解する。

２ 評価の観点及び趣旨の理解

・各教科における「評価の観点及びその趣旨 「学年別（分野別）の評価の観点及びその趣旨」」

を理解する。

その際 「小学校児童指導要録、中学校生徒指導要録 ・・・・・の改善等について（通知）平、 、

成１３年４月２７日付け 文部科学省初等中等教育局長」を参考にする。

３ 内容のまとまりごとの評価規準の設定

・各教科において、内容のまとまりごとに評価規準を設定する。

例えば、小学校の国語科では、学習指導要領の内容の「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ」 」

読むこと 、中学校の社会科では、学習指導要領の内容の( )ア、イや( )ア、イなどの中項目（歴」 1 2
史的分野は( )、( )の大項目）を内容のまとまりとし、評価規準を設定する。1 2
その際、学習指導要領に示されている各学年（分野）の目標や評価の観点の趣旨を十分に踏まえて

作成することが大切となる。なお 「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料 平、

成１４年２月 国立教育政策研究所教育課程研究センター」が参考になる。

４ 単元（題材）の指導目標及び評価規準の明確化

・単元（題材）の指導目標を明確にする。

・評価規準を、単元（題材）の指導目標の実現状況を判断するよりどころとし、評価の観点ごとに具

体的に作成する。

・単元（題材）の評価規準は、国立教育政策研究所教育課程研究センターが示した「内容のまとまり

ごとの評価規準及びその具体例」が参考となる。

・単位時間における評価規準は、単元（題材）の評価規準を具体化して作成する。一つ一つの評価規

準は、単位時間の学習活動において中心となる評価規準であり、授業においてそのまま活用できる

よう作成することが大切となる。
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単元（題材）

の評価規準

単位時間にお ①……… ①……… ①……… ①………

ける具体の評 ②……… ②……… ②……… ②………

価規準 ③……… ③……… ③……… ③………
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・基礎的・基本的な内容が確実に身に付くよう、各単位時間における「ねらい」と「学習活動」に対

して「評価規準 「評価方法 「指導・援助」を明確にした指導計画を 「指導と評価の計画」とし」 」 、

て、例えば次のような書式で作成する。

〈指導計画の書式例〉指導と評価の計画

時間 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○ねらい ①学習活動 ＊〈単位時間 ＊ワークシー ＊評価規準に基づ

・ における具体 ト、学習カー き、個の学習状況

・ の評価規準〉 ド、観察、面 に応じた具体的な

②学習活動 を明記する 接等具体的な 指導・援助を明記

・ 方法を明記す する

る

２ ○ねらい ①学習活動

□ 指導と評価の一体化を図る実践

評価規準

評価場面や評価方法の工夫

・各教科の特質等を考慮して、学習活動における評価場面を設定し、ペーパーテスト、ワ

ークシート、学習カード、観察、面接、質問紙、作品、ノート、レポートなどの様々な

評価方法の中から、生徒の学習状況を適切に把握する方法を工夫する。

学習状況の判断

「 」 （ ） 、 「 」・ 努力を要する 状況 Ｃ と判断される児童生徒に対し まず おおむね満足できる

状況（Ｂ）が実現されるよう指導の工夫改善に努める。

「 」 （ ） 「 」 （ ）「 」 （ ）努力を要する 状況 Ｃ おおむね満足できる 状況 Ｂ 十分満足できる 状況 Ａ

↓ ↓ ↓

指導・援助 指導・援助指導・援助

基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る
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